
 

 

  

 

 

  

と き：８月１０日（水）18:00～ 

ところ：まちなか環境学習館 

 

今年度は山口県環境保全事業団の助成を

受け、夏休み中 4，5 回出張おそうじ隊を

実施します。ごみを回収して持ち帰るだけ

でなく、分別・計量まで行います。どんな

ところにどんなごみが捨てられているの

か、いろいろな事がわかると思います。 

社会教育がどのように行われているかをお聞きし、 

理解した上で、放課後子ども教室や地域協育ネットの 

位置づけについても、議論できればと思います。 
 

 

まちなかおそうじ隊は 2011年12月以来、

ほぼ毎月最終日曜日 15 時から、銀天街を

中心にまちなかのごみ拾いを継続し、先月

分で第 55 回を数えました。最近は、まち

なかのごみが少ない時など、中央コートの

塩田川や中川ポンプ場まで出張すること

もあります。 

終了後は、参加者で茶話会もしています。 
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第 56回 8/20(土)14:00集合 床波海岸 

第 57回 8/27(土)13:00集合 山口宇部道路 

第 58回 8/28（日）14:00集合 まちなか(銀天街周辺) 

8 月 

集合場所は、すべて「まちなか環境学習館」前です。 

集合後、移動します。 (道具は用意しています) 

☆参加者には環境地域通貨「エコハ」２枚進呈☆ 
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興味ある方は事務室に声をかけてください！ 

[学習館 ℡ 0836-39-8110] 
 

宇部市における社会教育の現状と課題について 

集めたごみを前に記念撮影

厚南中川ポンプ

場横 2014.8.31

三宅敦子さん(宇部市教育委員会 社会教育課) 

資料代…200 円（高校生以下無料） 

※サロン参加者には環境地域通貨「エコハ」２枚進呈！ 
 
 

 

宇部市環境学習ポータルサイト 

「うべっくる」 

検 索 

  http://www.ubekuru.com  

うべっくる 

  

まちなか環境学習館や環境に関することについて、ご意見・ご質問

等、お気軽にお寄せください。ポータルサイト内の問い合わせ欄や

ブログ、フェイスブックのコメント欄もご利用ください。 

宇部市のいろいろな環境学習拠点の紹介、環境関連のイベントのお知らせなど、

随時更新しています。 
「銀天エコプラザ」の詳しい紹介もあります。 

facebookや Twitterへもこちらからアクセスできます。 



 

 

HP: http://www.nexyzbb.ne.jp/~shoji_waka/biotop.html 

Facebook: https://www.facebook.com/BioFutamatase/ 

事務局／問い合わせ／入会相談：biojim-bb@mlex.cc.yamaguchi-u.ac.jp 

 

平成１２年、行政は住民と協働で「水環境２１創造事業」を県内３か所でスタ

ートさせました。その一つが、宇部市車地の「里山ビオトープ二俣瀬」です。以

来１６年、他の事業が終息する中、一貫して建設・維持管理・環境教育に取り組

んできたのが「里山ビオトープ二俣瀬をつくる会」です。何をつくるか３か月か

けて熱い議論を交わし、その後４か月ほぼ毎週集まって、行政も住民も区別なく

文字通りみんなの手で、４枚の休耕田から水田、ため池、湿地、草原の４ゾーン

をつくり上げたのです。力を合わせればこんなに大きなことができる。みんなが

それを実感したことが、１６年続く活動の原動力です。この間、昭和山遊ロード

の整備、炭焼き、アイガモ農法、栽培からのソバ打ち、シイタケ栽培、川魚や野

草の料理、竹林整備など、いろんなことにチャレンジしてきました。 

今年も、管理作業のほか、つくる会からスピンオフした親子自然観察隊と協力

して、野草、野鳥、水棲動物、昆虫の観察や川登り、里山の暮らし体験、定番と

なった田植え、稲刈り、餅つきイベントなどを月２回のペースで行っています。

皆さんも、一緒に里山で汗を流しませんか！ 

 

環境省“平成 28年度地域活性化に向けた協働取組の加速

化事業（こども達の生きる力を育むための地域教育向上プ

ロジェクト～新たな宇部方式の構築～）”が、うべ環境コミ

ュニティーを中核として始動しました。その中に設けられ

た「校区ふれあいセンターワーキンググループ小委員会」

（以下 WGと略す）のこれまで 3回の討議概要を報告します。

このプロジェクトの中心課題は、「環境学習により住民参加

で子供の生きる力を引き出すこと」にあります。環境教育

が子供の健全な発育と地域の発展に不可欠だからです。 

従来も宇部市では、地域のふれあいセンター・市民セン

ター、自治会、子供会、学童保育等において各種の取り組

みが、むしろ活発にあり、それらの活動は、県、市、教育

委員会、学校、社会福祉協議会、環境衛生連合会、大学等

の高等教育機関、企業、NPOから個人までの組織及び個人に

多様に支えられています。しかし、ほとんどの取り組みで

は、子供の貧困・格差の拡大、小学 6 年生までの学童保育

化などの子供を取り巻く環境の変化、指導者の老齢化、人

材不足など、かなり共通した問題に直面しています。 

WG では、これらの問題点に関して、活動の地域間格差と

その原因の分析；人材、教材を含む情報の収集；指導者の 

確保・新しい指導者の発掘・育成による持続的・効果的な

活動の仕組み作り；等が重要であると考えています。 

市内の各レベルで行われている活動の相互支援、有機的連

携を育ててゆくことが、課題の達成に不可欠という認識が

共有されつつあります。 

初年度の今年は、実際に今後 4回の出前授業等を地域セ

ンターや学校などで行い指導者（候補を含む）の見学の機

会を提供する；企業との連携により 2回程度の現地訪問な

いし検討会を行う；同時並行的に、これまでの活動の教材、

参考となる書籍・CDなどの収集；関連する情報の収集；人

材登録；などが検討され、月 1回の WGで検討を重ねます。 

WGは十分な手、目や耳を持っていません、従来行われて

いる先進的な活動などに関して情報提供とプロジェクト

へのご協力をお願いたします。また上記問題にかかわる皆

様のご意見等を「銀天エコプラザ」またはその電子メール

にて「校区ふれあいセンターWG」宛にお寄せください。                            

                               

（文責： WGリーダー溝田忠人） 

 

環境教育を通して子供を育てる協働の取組みスタート！ 

―校区ふれあいセンター ワーキンググループ小委員会報告― 

宇部市まちなか環境学習館 銀天エコプラザ
〒755‐0045 山口県宇部市中央町二丁目 11 番 21号 

交通手段  ＪＲ宇部線：「宇部新川駅」徒歩 7分 

宇部市営バス：「宇部中央バス停」徒歩 3分 

駐車場 無し (近隣の有料駐車場等をご利用ください) 

TEL/FAX  0836-39-8110    E‐mail  info@ubekuru.com 

開館時間   9 時～21 時 

休館日  毎週火曜日、年末年始（12 月 29日～１月３日） 

宇部新川駅 

銀天エコプラザ 

快活クラブ 

宇部市役所 

すき家 

ジョイフル 

岡本医院 

CoCo壱番屋 

ANAクラウンプラザ 

ホテル宇部 

 ローソン 

スーパーホテル 

Ｃｉｔｙ宇部 

国道 190 号 

真

 
 

締  

「宇部中央」バス停 

 
西京銀行 

東京三菱 
ＵＦＪ銀行 

環境活動団体紹介コーナー 

 

稲刈りのようす 

自然観察のようす 


